
第４章 対象事業に係る環境調査の 
 項目並びに調査、予測及び評価の手法 

4.1 調査計画の基本的考え方 

4.1.1 基本的考え方 

(1) 調査の対象とする事項 

大橋川改修事業は、河床の掘削、河道の拡幅、堤防・護岸の整備、事業に伴う付け替え

道路及び橋梁の架け替え等を対象とする事業である。大橋川改修事業に伴う環境への影響

調査の目的は、全国的にも貴重な連結汽水域である宍道湖、中海の水環境及び生物の生

息・生育環境への影響を調査把握することはもとより、景観など周辺地域の生活環境に与

える影響についても十分検討する必要がある。しかし、大橋川改修事業は、松江市の中心

市街地に大きな影響を与える事業であり、松江市街地の「まちづくり」と関係の深い堤防

及び護岸の形状等は、地域の意見を踏まえ計画を策定する必要がある。以上のことから本

調査の事項は以下のとおりとする。 

（ア） 大橋川改修事業により影響が想定される事項とする。 

（イ） ただし、まちづくり、中州・水田地帯の将来計画、景観（堤防・護岸の形状）、

松江大橋の架け替えは、別途地域の意見を踏まえ、今後計画を策定していくこと

から、「景観」「人と自然のふれあい活動の場」に関する調査・予測については、

本調査の対象外とする。 

（ウ） また、工事の実施に伴い必要となる「大気環境」「廃棄物」「工事に伴う水環

境」の調査・予測については、改修計画が決定された段階で別途検討することと

し、本調査の対象外とする。 

 

(2)斐伊川流域における関係事業の取り扱い 

本環境調査での、関係する各事業の取り扱いは以下のとおりとする。 

表 4.1-1 事業の取り扱い 

事 業 取り扱い 

尾原ダム 完成 

斐伊川放水路 完成 
斐伊川・神戸川

治水事業 

佐陀川 計画流下能力の確保 

中浦水門 撤去 

西部承水路堤防 撤去 国営中海土地

改良事業 
本庄工区の大海崎堤防、 

森山堤防、馬渡堤防 

「中海に関する協議会」の議論を

踏まえて決定された方針(森山堤

防において 60m の開削)に基づき

完了された状態 

※「中海に関する協議会」：鳥取県、島根県、中四国農政局、中国地方整備局において、国営中海

土地改良事業の取り扱いに関する事項を検討する協議会 
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4.1.2 環境調査の項目 

(1)インパクトとレスポンスの想定 

必要な調査項目を選定するにあたり、大橋川改修事業による環境への影響を検討し、イン

パクトとレスポンスを想定した。宍道湖、大橋川、中海（本庄工区を含む）、境水道におけ

る、インパクトと水環境及び生物の生息・生育環境へ与えるレスポンスの概要を図 4.1-1 に

示す。 

 

 

図 4.1-1 インパクトレスポンスの概要 

インパクト
動植物、生態系および

水利用の変化

河床の掘削

河道の拡幅

浅場の減少

陸地面積の減少

流量の変化

環境の変化

水温の変化

塩分の変化

DOの変化

富栄養化の状況
の変化

底質の変化流速の変化

魚類の移動性の変化

水域の動植物の生息生育状
況の変化

魚類の稚魚期の遡上状況の
変化

大橋川の底生動物や水生植
物の生息生育状況の変化

河岸の動植物の生息生育状況
の変化

河岸形状の変化

水象・水質・底質

陸域の動植物の生息生育状
況の変化

水田・池・水路など陸上の水
面での生息生育状況の変化

水位の変化

：大橋川

：大橋川、宍道湖、中海、境水道

：陸域

：水域

：水域及び陸域

【凡例】

土砂による
水の濁り

水際の動植物の生息生育状
況の変化

周辺地域の水利用の変化

※「動植物、生態系」については、植物
によって創出される生息環境や、動物
の捕食関係などにより、相互に変化し
あうものと想定される。本図はこれを端
的に表現したものであり、動植物相互
の関係は表現していない。
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(2) 環境調査項目 

大橋川改修事業の環境調査項目は、事業により影響を受ける可能性がある項目とした。

大橋川改修事業は、大橋川の河床の掘削、河道の拡幅を行うため、大橋川の底質、水深、

地形に変化を与え、大橋川に生息・生育する生物の生息・生育場および周辺地域の水利

用への影響が予想される。さらに、大橋川の流動変化は、宍道湖、大橋川、中海の水環

境（流量、流速、水位、塩分、水温、富栄養化、溶存酸素、水の濁り、水底の泥土）に

影響を及ぼし、水域及び周辺地域の生物の生息・生育環境に対する影響が予想される。 

以上より、環境調査、予測及び評価項目は、表 4.1-2 のとおりとする。また、環境調

査項目として選定した理由を表 4.1-3 に示す。 

表 4.1-2(1) 対象事業に係る環境調査、予測及び評価項目 

大橋川改修後 
影 響 要 因 

 
 
環 境 要 素（予測項目） 

河
床
の
掘
削 

河
道
の
拡
幅 

流
動
変
化 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 塩  分 

中 海  ○ 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 水  温 

中 海  ○ 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 富栄養化 

中 海  ○ 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 溶存酸素 

中 海  ○ 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 土砂による水の濁り 

中 海  ○ 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 水底の泥土 

中 海  ○ 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 水利用の状況 

中 海  ○ 

宍道湖  ○ 

大橋川 ○ ○ 

環境の自然的
構成要素の良
好な状態の保
持を旨として
調査、予測及
び評価される

事項 

水環境 

地下水の状況 

中 海  ○ 

※中海は本庄工区、境水道を含む
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表 4.1-2(2)  対象事業に係る環境調査、予測及び評価項目 

※中海は本庄工区、境水道を含む 

大橋川改修後 

流動変化 

影 響 要 因 
 
 
 
 
 
環 境 要 素（予測項目） 

河
床
の
掘
削 

河
道
の
拡
幅 

水
質
の
変
化 

底
質
の
変
化 

宍道湖  ○ ○ 

大橋川 ○ ○ ○ 動物 重要な種 

中 海  ○ ○ 

宍道湖  ○ ○ 

大橋川 ○ ○ ○ 植物 重要な種及び群落

中 海  ○ ○ 

宍道湖  ○ ○ 

大橋川 ○ ○ ○ 

生物の多様性
の確保及び自
然環境の体系
的保全を旨と
して調査、予
測及び評価さ

れる事項 

生態系 
地域を特徴づける

 生態系 

中 海  ○ ○ 
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表 4.1-3 環境調査項目として選定した理由 

項目 

環境要素

の区分 
影響要因の区分 

選定する理由 

 

大橋川改修後 

（河床の掘削） 

（河道の拡幅） 

大橋川の掘削、拡幅は、大橋川の流量に変化を与える可能

性がある。この現象により塩分、水温、富栄養化、溶存酸素

量及び水の濁りが変化し、環境へ影響を及ぼす可能性がある

ため、塩分、水温、富栄養化、溶存酸素、水の濁りを環境調

査項目として選定する。 

また、掘削、拡幅による水底の泥土の変化により生物の生

息・生育環境へ影響を及ぼす可能性があるため、水底の泥土

を環境調査項目として選定する。さらに、掘削、拡幅は周辺

地域の水利用、地下水へ影響を及ぼす可能性があるため、水

利用の状況及び地下水の状況を環境調査項目として選定す

る。 水環境 

大橋川改修後 

（流動変化） 

大橋川改修事業による大橋川の流動変化は、中海・宍道湖

の物質移動（水量、塩分、栄養塩類、溶存酸素、濁質など）

に影響を及ぼす可能性がある。この現象により宍道湖、大橋

川、中海の塩分、水温、富栄養化、溶存酸素量、水の濁り、

水底の泥土が変化し、生活環境へ影響を及ぼす可能性がある

ため、塩分、水温、富栄養化、溶存酸素、水の濁り、水底の

泥土を環境調査項目として選定する。 

さらに、流動変化は周辺地域の水利用、地下水へ影響を及

ぼす可能性があるため、水利用の状況及び地下水の状況を環

境調査項目として選定する。 

大橋川改修後 

（河床の掘削） 

（河道の拡幅） 

大橋川の掘削、拡幅により、大橋川に生息する重要な種の

生息環境が影響を受ける可能性があるため、評価項目として

重要な種を選定する。 

動物 

大橋川改修後 

（流動変化） 

 大橋川改修事業によって水環境に変化を及ぼす可能性があ

る。これにより、宍道湖、大橋川、中海に生息する重要な種

の生息環境が影響を受ける可能性があるため、評価項目とし

て重要な種を選定する。 

大橋川改修後 

（河床の掘削） 

（河道の拡幅） 

大橋川の掘削、拡幅により、大橋川に生育する重要な種及

び群落の生育環境が影響を受ける可能性があるため、評価項

目として重要な種及び群落を選定する。 

植物 

大橋川改修後 

（流動変化） 

大橋川改修事業によって水環境に変化を及ぼす可能性があ

る。これにより、宍道湖、大橋川、中海に生育する重要な種

及び群落の生育環境が影響を受ける可能性があるため、評価

項目として重要な種及び群落を選定する。 

大橋川改修後 

（河床の掘削） 

（河道の拡幅） 

大橋川の掘削、拡幅により、大橋川の地域を特徴づける生

態系が影響を受ける可能性があるため、評価項目として地域

を特徴づける生態系を選定する。 

生態系 

大橋川改修後 

（流動変化） 

大橋川改修事業によって水環境に変化を及ぼす可能性があ

る。これにより、宍道湖、大橋川、中海の地域を特徴づける

生態系が影響を受ける可能性があるため、評価項目として地

域を特徴づける生態系を選定する。 

※中海は本庄工区、境水道を含む 
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4.1.3 調査・予測の対象範囲 

(1) 調査・予測対象範囲 

直接改変の影響が及ぶ大橋川をはじめ、水域の連続性、陸域から水域への連続性を

考慮し、調査・予測対象範囲を以下のとおりとする。 

① 河床の掘削、河道の拡幅により影響を受ける可能性のある範囲（大橋川） 

河床の掘削、河道の拡幅により直接改変される大橋川及び大橋川周辺の湿性地

を調査・予測範囲とする。 

② 流動変化により影響を受ける可能性のある範囲（宍道湖、大橋川、中海（本庄

工区含む）、境水道） 

大橋川改修事業は、連結汽水湖である中海・宍道湖の水環境に影響を及ぼす可能性

があるため、汽水域として接続する宍道湖、大橋川、中海（本庄工区含む）及び境水

道を調査・予測範囲とする。 

なお、流動変化を予測するため、気象・水象調査については、斐伊川流域全体を調

査範囲とする。（図 4.1-2～図 4.1-3 ） 
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4.2 水環境の調査及び予測の手法 

4.2.1 基本的な考え方 

(1) 調査の基本的な考え方 

大橋川改修事業（河床の掘削、河道の拡幅）により、変化が予想される塩分、水温、

富栄養化、溶存酸素、土砂による水の濁り、水底の泥土、水利用の状況及び地下水の

状況について、宍道湖、大橋川、中海（本庄工区を含む）、境水道における状況を把

握するための調査を行う。また、変化の予測は数値シミュレーション、事例の引用及

び解析等により行うものとし、これらの予測、評価及び数値シミュレーションモデル

の再現検証を行うために必要な調査を実施する。 

 

(2) 予測の基本的な考え方 

大橋川は宍道湖及び中海の物質交換を制限し、両湖の水環境の維持に影響している。

大橋川改修事業による影響は、大橋川の流下能力が向上するため、直接的には両湖の

物質交換量の変化として現れる。また、塩分成層を形成する宍道湖及び中海において

は、物質交換量の変化による直接的な影響に加えて、塩分成層の変化に伴う溶存酸素

への影響、さらには溶存酸素や塩分成層の変化に伴う富栄養化（内部生産機構）や底

質への影響が想定される。 

水環境の予測は、これら 2 次的、3 次的な影響も想定した上で各環境要素に応じた予

測方法を選定して実施する。また、大橋川による物質交換量は一定ではなく、平常時

や出水時、高潮時など外力条件の変化に伴い変動している。したがって、大橋川改修

事業による影響予測は、外力条件とそれによる流動･水質変化の特性を踏まえて実施す

る必要がある。 
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4.2.2 調査の項目 

水環境の調査項目は、大橋川改修事業により影響を受ける可能性があるとした環境要素

について、状況の把握、予測・評価及び数値シミュレーションの再現検証等に必要な水質、

底質、水利用、気象、水象及びプランクトンとした。各環境要素に係る調査すべき情報を

表 4.2-1 に示す。 

表 4.2-1 水環境において環境調査が必要と考えられる項目 

環境要素 

（予測項目） 

 

調査項目 

塩
分 

水
温 

富
栄
養
化 

溶
存
酸
素 

土
砂
に
よ
る 

水
の
濁
り 

水
底
の
泥
土 

水
利
用
の
状
況 

地
下
水
の
状
況 

調査の必要性 

塩分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水温 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

化学的酸素要求量※   ○ ○     

窒素化合物※   ○ ○     

リン化合物※   ○ ○     

クロロフィル a   ○ ○     

溶存酸素量(DO)   ○ ○     

浮遊物質量(SS)   ○ ○ ○ ○   

濁度   ○ ○ ○ ○   

 

水 

 

質 

粒度組成     ○ ○   

塩分、水温、溶存酸素量は、それぞれ対象と

する環境要素を直接示す指標であるため測定す

る。化学的酸素要求量、クロロフィル a、溶存

酸素は植物プランクトンの生産活動の結果とし

て増減し、植物プランクトンの消長を間接的に

把握する指標であるため、測定する。 

窒素化合物,リン化合物は富栄養化の状況を

直接示す指標であるため測定する。 

浮遊物質量と濁度は、水の濁りの状況を直接

示す指標であるため測定する。 

粒度組成は水の濁りの程度、継続時間に影響

する指標であるため測定する。 

粒度組成      ○   

堆積厚      ○   

含水比      ○   

強熱減量   ○   ○   

化学的酸素要求量※   ○   ○   

総窒素(T-N)   ○   ○   

総リン(T-P)   ○   ○   

窒素化合物※溶出量   ○      

リン化合物※溶出量   ○      

酸素消費量   ○ ○     

硫化物    ○  ○   

酸化還元電位    ○  ○   

底 

 

 

質 

露出河床      ○   

粒径の細かい底質の堆積状況を示す指標とし

て底泥堆積厚及び粒度組成、底質に含まれる有

機物を示す指標として強熱減量、化学的酸素要

求量、栄養塩量を示す指標として総窒素及び総

リン、硫化物量を示す指標として硫化物、酸化

還元状態を示す指標として酸化還元電位を測定

する。また、底質からの溶出負荷量を把握する

ために、窒素化合物及びリン化合物の溶出量、

酸素消費量を測定する。 

硫化物は嫌気状態で水域に硫化水素などの形

態で溶出し、酸素が供給されると速やかに反応

し溶存酸素を消費する。そのため硫化物量が多

いと有機物による分解以上に底層の溶存酸素が

消費され、溶存酸素に影響を及ぼす。 

河床掘削する区間では、新たな河床が露出す

るため、掘削箇所で大橋川改修後の底質の状態

を把握するため、露出河床を調査する。 

水利用の状況       ○ ○水

利

用 地下水の状況       ○ ○

水利用の状況は、対象とする環境要素を直接

示す指標であるため調査する。地下水の状況

は、水利用への影響を及ぼす可能性がある指標

であるため調査する。 

気温 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

風速 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湿度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雲量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日射量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

気 

 

象 

降水量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

流量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○水 

象 水位 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宍道湖･中海の水質は、気象及び水象の影響を

受けて変化しており、水質への影響を把握する

ための項目として測定する。また、数値シミュ

レーションモデルを用いて予測する場合の境界

条件及び外力条件を設定するために、気象では

気温､風速､湿度､雲量､日射量及び降水量、水象

では水位､流量が必要となる。 

 

ﾌﾟﾗﾝ

ｸﾄﾝ 
植物プランクトン   ○ ○     

数値シミュレーションモデルを用いて予測

する場合の条件を設定するために、プランクト

ンは必要となる。 
※化学的酸素要求量：COD 

※窒素化合物：総窒素(T-N)、アンモニウム態窒素(NH4-N)、亜硝酸態窒素(NO2-N)、硝酸態窒素(NO3-N) 
※リン化合物：総リン(T-P)、オルトリン酸態リン(PO4-P) 
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【水環境】 

(1／21) 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

 

水 

環 

境 
 

 

水 

質 
 

 

塩 

分 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 
  1）塩分の状況 
   宍道湖、大橋川、中海、境水道までの区域と美保湾の塩分

の状況を把握するため、次の事項を調査する。 
①塩分 

  2）気象及び水象の状況 
   宍道湖、大橋川、中海、境水道までの区域の塩分は、気象

及び水象の影響を受けるため、次の事項を調査する。 
①気温、風速、湿度、雲量、日射量、降水量 
②流量、水位 

  3）水温の状況 
宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の塩分は、水温

の影響を受けるため、次の事項を調査する。 
①水温 

 
（2）調査の基本的な手法 
  1）塩分の状況 
   文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による。現地調査は採水、分析又は観
測による。 
2）気象及び水象の状況 

   文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当
該情報の整理及び解析による。現地調査は観測による。 

  3）水温の状況 
   「2）気象及び水象の状況」と同様とする。   
 
（3）調査地域・調査地点 

1）塩分の状況 
   調査地域は、大橋川改修事業により塩分の変化が生じる可

能性がある宍道湖、大橋川、中海、境水道までの区域と美保
湾とし、調査地点は塩分の状況を適切かつ効果的に把握でき
る地点として、以下に示す地点とする。 
【宍道湖】 
 ・宍道湖湖内の採水・分析調査地点（7 地点） 
 ・宍道湖湖内の自動観測地点（1 地点） 
【大橋川】 

・大橋川内の採水・分析調査地点（2 地点） 
 ・大橋川内の自動観測地点（3 地点） 

・大橋川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【剣先川】 
 ・剣先川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【朝酌川】 
 ・手貝水門下流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【中海】 

・中海湖内の採水・分析調査地点（18 地点） 
・中海湖内の自動観測地点（2 地点） 

  【境水道・美保湾】 
・境水道及び美保湾の採水・分析調査地点（8 地点） 
・境水道の自動観測地点（1 地点） 

（図 4.2-1(1)）

4-11



（2／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

（ 

塩 

分 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

2）気象及び水象の状況 
気象の調査地域は宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの

区域及びその集水区域とし、調査地点は地域の気象を継続的
に観測している地点として、以下に示す地点とする。 

【宍道湖・大橋川】 
 ・宍道湖大橋川流域の気象観測所（21 地点） 
 ・宍道湖大橋川湖内の気象観測所（1 地点） 
【中海・境水道】 
 ・中海境水道流域の気象観測所（7 地点） 
 ・中海境水道湖内の気象観測所（2 地点） 
 
水象の調査地域は宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの

区域及びその集水区域と美保湾とし、調査地点は地域の水象
を継続的に観測している地点として、以下に示す地点とする。

【宍道湖】 
 ・宍道湖流域の水位流量観測所（6 地点） 
 ・宍道湖湖内の水位観測所（5 地点） 
【大橋川】 
 ・大橋川内の流動観測所（3 地点） 
 ・大橋川内の水位観測所（3 地点） 
【中海】 
 ・中海流域の水位流量観測所（2 地点） 
 ・中海湖内の水位観測所（3 地点） 
【境水道・美保湾】 
 ・境水道内の流動観測所（1 地点） 
 ・境水道内の水位観測所（2 地点） 

（図 4.2-2）
  3）水温の状況 

調査地域は、大橋川改修事業により塩分の変化が生じる可
能性がある宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域及び
その集水区域と美保湾とし、調査地点は水温の状況を適切か
つ効果的に把握できる地点として、「1）塩分の状況」と同様
の地点と以下に示す地点とする。 

【宍道湖】 
 ・宍道湖流域の水質観測所（3 地点） 

（図 4.2-2）
 
（4）調査期間等 

1）塩分の状況 
   現地調査の調査期間は平成元年～平成 18 年とする。採水及

び分析による調査時期は通年（月 1 回）とする。また、自動
観測による調査時期は通年（1 時間間隔）とする。 

なお、干満の状況を考慮するため、大橋川内の自動観測地
点（2 地点）において、1 日複数回（月 1 回）の採水・分析調
査を行うこととする。 
2）気象及び水象の状況 
現地調査の調査期間は平成元年～平成 18 年とし、調査時期

は通年とする。 
  3）水温の状況 

現地調査の調査期間は平成元年～平成 18 年とする。採水及
び分析による調査時期は通年（月 1 回）とする。また、自動
観測による調査時期は通年（1 時間間隔）とする。 
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（3／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

（ 

塩 

分 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

2.予測の手法 
（1）予測の基本的な手法 

予測は平面２次元多層水質予測モデルにより行う。また、予
測は、水象･気象と流動変化の特性を踏まえて、渇水時、高潮時
および出水時の短期的現象による変動を対象とした 10 日間から
3 ヶ月間の期間と、長期の年間変動を対象とした期間として平成
6 年～平成 15 年で実施する。また、短期的現象の予測対象期間
は平成 6 年～平成 18 年より選定する。 

 
（2）予測地域 

予測地域は、宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域と
する。 

 
（3）予測地点 

塩分に係る環境影響を的確に把握できる地点として、以下に
示す地点を選定する。 

【宍道湖】 
・宍道湖湖内の採水・分析調査地点の代表地点（5 地点）
・宍道湖湖内の沿岸代表地点（水深 4m 以下の代表地点）

【大橋川】 
・大橋川内の採水・分析調査地点の代表地点（5 地点） 
・大橋川内の縦断代表地点（縦断分布の代表地点） 

【中海】 
・中海湖内の採水・分析調査地点の代表地点（12 地点）

【境水道】 
・境水道内の採水・分析調査地点の代表地点（2 地点） 

 
（4）予測対象時期等 

大橋川改修事業が完了し、尾原ダムと斐伊川放水路が供用し、
佐陀川の計画流下能力が確保され、国営中海土地改良事業が完
了し、適切に予測できる時期とする。 

なお、国営中海土地改良事業の内容は中浦水門及び西部承水
路堤防の撤去、並びに「中海に関する協議会」の議論を踏まえ
て決定された方針（森山堤防において 60m の開削）に基づくも
のとする。 

（表 4.4-1）
 
3.評価の手法 

大橋川改修後における塩分に係る環境影響について、できる
限り回避され、又は低減されているか、必要に応じその他の方
法により環境の保全についての配慮が適正になされているかの
検討による。 
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（4／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

 

水 

温 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 
  1）水温の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域及びその集水
区域と美保湾における水温の状況を把握するため、次の事項
を調査する。 

①水温 
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の水温は、塩
分の影響を受けるため、次の事項を調査する。 

①塩分 
 
（2）調査の基本的な手法 
  1）水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
 
（3）調査地域・調査地点 
  1）水温の状況 

「大橋川改修後」における「塩分」の「3）水温の状況」と
同様とする。 

  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
 
（4）調査期間等 

1）水温の状況 
「大橋川改修後」における「塩分」の「3）水温の状況」と

同様とする。 
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
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（5／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

（ 

水 

温 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

2.予測の手法 
（1）予測の基本的な手法 

予測は平面 2 次元多層水質予測モデルにより行う。また、予測
は、水象･気象と流動変化の特性を踏まえて、渇水時、高潮時お
よび出水時の短期的現象による変動を対象とした 10 日間から 3
ヶ月間の期間と、長期の年間変動を対象とした期間として平成 6
年～平成 15 年で実施する。また、短期的現象の予測対象期間は
平成 6 年～平成 18 年より選定する。なお、予測モデルによる計
算は、「大橋川改修後」における「塩分」と合わせて行う。 

 
（2）予測地域 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 

（3）予測地点 
水温に係る環境影響を的確に把握できる地点として、以下に示

す地点を選定する。 
【宍道湖】 

・宍道湖湖内の採水・分析調査地点の代表地点（5 地点）
【大橋川】 

・大橋川内の採水・分析調査地点の代表地点（5 地点） 
【中海】 

・中海湖内の採水・分析調査地点の代表地点(12 地点) 
【境水道】 

・境水道内の採水・分析調査地点の代表地点(2 地点) 
 
（4）予測対象時期等 
  「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 

 

3.評価の手法 
「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
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（6／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

 
 

富 

栄 

養 

化 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 
  1）富栄養化に係る事項の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域と美保湾の富
栄養化に係る事項の状況を把握するため、次の事項を調査す
る。 

①化学的酸素要求量、窒素化合物、リン化合物、クロロ
フィル a 

②溶存酸素量 
③浮遊物質量、濁度 

  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分及び水温の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の富栄養化に係
る事項は、塩分及び水温の影響を受けるため、次の事項を調査
する。 

①塩分、水温 
  4）プランクトンの状況 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域のプランクト

ンの状況を把握するため、次の事項を調査する。 
    ①植物プランクトン 
  5）水底の泥土の状況 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の富栄養化に

係る事項は、水底の泥土の影響を受けるため、内部負荷に関
連する次の事項を調査する。 

    ①強熱減量、化学的酸素要求量、総窒素、総リン 
    ②窒素化合物溶出量、リン化合物溶出量 
    ③酸素消費量 
  6）流入河川からの負荷量 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの集水区域からの流

入負荷量の状況を把握するため、次の事項を調査する。 
    ①化学的酸素要求量、窒素化合物、リン化合物、流量 
 
（2）調査の基本的な手法 
  1）富栄養化に係る事項の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  4）プランクトンの状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  5）水底の泥土の状況 
   文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による。現地調査は採泥、分析（室内
試験）による。 
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項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 
 

（ 

富 

栄 

養 

化 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

  6）流入河川からの負荷量 
 「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と
同様とする。 

 
（3）調査地域・調査地点 
  1）富栄養化に係る事項の状況 
   調査地域は、大橋川改修事業により富栄養化に係る事項の

変化が生じる可能性がある宍道湖、大橋川、中海及び境水道
までの区域と美保湾とし、調査地点は富栄養化に係る事項の
状況を適切かつ効果的に把握できる地点として、以下に示す
地点とする。 
【宍道湖】 
 ・宍道湖湖内の採水・分析調査地点（7 地点） 
【大橋川】 
 ・大橋川内の採水・分析調査地点（2 地点） 
 ・大橋川内の自動観測地点（2 地点） 

・大橋川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【剣先川】 
 ・剣先川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【朝酌川】 
 ・手貝水門下流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【中海】 

・中海湖内の採水・分析調査（18 地点） 
  【境水道・美保湾】 

・境水道及び美保湾の採水・分析調査（8 地点）(図 4.2-1(1)）
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  4）プランクトンの状況 

調査地域は、宍道湖、中海及び境水道まで区域とし、調査
地点は、プランクトンの状況を適切かつ効果的に把握できる
地点として、以下の地点とする。 
【宍道湖】 
 ・宍道湖湖内の採水・分析調査地点（1 地点） 
【中海】 

・中海湖内の採水・分析調査（2 地点） 
  5）水底の泥土の状況 
   調査地域は宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域と

し、調査項目①の調査地点は水底の泥土の状況を適切かつ効
果的に把握できる地点とし、以下に示す地点とする。また、
調査項目②及び③の調査地点は溶出量及び酸素消費量の状況
を適切かつ効果的に把握できる地点とする。 

  【宍道湖】 
   ・宍道湖湖内の採泥・分析調査地点（5 地点） 
  【大橋川】 
   ・大橋川内の採泥・分析調査地点（1 地点） 
   ・大橋川松江地点（1 地点） 
   ・大橋川中流地点（1 地点） 
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項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 
 

（ 

富 

栄 

養 

化 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

  【剣先川】 
   ・剣先川中流地点（1 地点） 
  【朝酌川】 
   ・手貝水門下流地点（1 地点） 
  【中海】 
   ・中海湖内の採泥・分析調査地点（9 地点） 
  【境水道】 
   ・境水道内の採泥・分析調査地点（1 地点） 

（図 4.2-1(2)）
 なお、既往の中海・宍道湖全域の底質メッシュ調査（概ね 1km
四方に 1 調査地点）の実施状況は「3.2.3 底質」に示すとおりであ
る。 

6）流入河川からの負荷量 
調査地域は宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの集水区

域とし、調査地点は、流入河川からの負荷量の状況を適切か
つ効果的に把握できる地点とする。 

 
（4）調査期間等 
  1）富栄養化に係る事項の状況 
   現地調査の調査期間は平成元年～平成 18 年とし、採水及び

分析による調査時期は通年（月 1 回）とする。 
なお、干満の状況を考慮するため、大橋川内の自動観測地

点（2 地点）において、1 日複数回（月 1 回）の採水・分析調
査を行うこととする。 

  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  4）プランクトンの状況 

現地調査の調査期間は平成元年～平成 18 年とし、採水及び
分析による調査時期は通年（月 1 回）とする。 

  5）水底の泥土の状況 
   現地調査の調査期間は平成元年～平成 18 年とし、採泥・分

析調査は年 1 回とする。底質メッシュ調査は各地点 1 回とす
る。また、溶出試験は適宜調査を実施する。 
6）流入河川からの負荷量 

現地調査の調査期間は平成 5 年～平成 18 年とし、採水及び
分析による調査時期は季節毎を基本とする。また、出水時に
おいて適宜調査を実施する。 

 
2.予測の手法 
（1）予測の基本的な手法 

予測は平面 2 次元多層水質予測モデルにより行う。また、予測
は、長期の年間変動を対象とした期間として平成 6 年～平成 15
年で実施する。なお、予測モデルによる計算は、「大橋川改修後」
における「塩分」及び「水温」と合わせて行う。 

 
（2）予測地域 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 

 

4-18



（9／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 
 

（ 

富 

栄 

養 

化 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

 
（3）予測地点 

「大橋川改修後」における「水温」と同様とする。 
 
（4）予測対象時期等 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 
3.評価の手法 

大橋川改修後における富栄養化に係る環境影響について、環
境基本法及び条例に定める基準と調査及び予測の結果を比較す
るとともに、できる限り回避され、又は低減されているか、必
要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正
になされているかの検討による。 
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項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

 
 

溶 

存 

酸 

素 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 
  1）溶存酸素の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域と美保湾の溶存
酸素の状況を把握するため、次の事項を調査する。 

①「大橋川改修後」における「富栄養化」の「1）富栄養
化に係る事項の状況」の調査項目② 

  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
3）塩分及び水温の状況 

「大橋川改修後」における「富栄養化」の「3）塩分及び水
温の状況」と同様とする。 

  4）富栄養化に係る事項の状況 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の溶存酸素は、

富栄養化に係る事項の状況の影響を受けるため、次の事項を
調査する。 

    ①「大橋川改修後」における「富栄養化」の「1）富栄養
化に係る事項」の調査項目①及び③ 

  5）プランクトンの状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「4）プランクト

ンの状況」と同様とする。 
  6）水底の泥土の状況 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の溶存酸素は、

水底の泥土の影響を受けるため、内部負荷に関連する次の事
項を調査する。 

    ①「大橋川改修後」における「富栄養化」の「5）水底の
泥土の状況」の調査項目③ 

    ②硫化物、酸化還元電位 
  7）流入河川からの負荷量 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「6）流入河川か

らの負荷量」と同様とする。 
 
（2）調査の基本的な手法 
  1）溶存酸素の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
3）塩分及び水温の状況 

   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と
同様とする。 

  4）富栄養化に係る事項の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  5）プランクトンの状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「4）プランクト

ンの状況」と同様とする。 
  6）水底の泥土の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「5）水底の泥土

の状況」と同様とする。 
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（11／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

 
 

（ 

溶 

存 

酸 

素 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

  7）流入河川からの負荷量 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「6）流入河川か

らの負荷状況」と同様とする。 
 
（3）調査地域・調査地点 
  1）溶存酸素量の状況 

   調査地域は、大橋川改修事業により溶存酸素の変化が生じ

る可能性がある宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域

と美保湾とし、調査地点は溶存酸素の状況を適切かつ効果的

に把握できる地点として、以下に示す地点とする。 

【宍道湖】 
 ・宍道湖湖内の採水・分析調査地点（7 地点） 
 ・宍道湖湖内の自動観測地点（1 地点） 
【大橋川】 

・大橋川内の採水・分析調査地点（2 地点） 
 ・大橋川内の自動観測地点（2 地点） 

・大橋川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【剣先川】 
 ・剣先川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【朝酌川】 
 ・手貝水門下流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【中海】 

・中海湖内の採水・分析調査地点（18 地点） 
・中海湖内の自動観測地点（2 地点） 

【境水道・美保湾】 
・境水道及び美保湾の採水・分析調査地点（8 地点） 
・境水道の自動観測地点（1 地点）    （図 4.2-1(1)）

2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
3）塩分及び水温の状況 

   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と
同様とする。 

  4）富栄養化に係る事項の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「1）富栄養化に

係る事項」と同様とする。 
  5）プランクトンの状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「4）プランクト

ンの状況」と同様とする。 
  6）水底の泥土の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「5）水底の泥土

の状況」と同様とする。 
7）流入河川からの負荷量 

   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「6）流入河川か
らの負荷状況」と同様とする。 

 
（4）調査期間等 
  1）溶存酸素の状況 

「大橋川改修後」における「塩分」の「3）水温の状況」と
同様とする。 
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項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

（ 

溶 

存 

酸 

素 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

  2）気象及び水象の状況 
 「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の
状況」と同様とする。 
3）塩分及び水温の状況 

「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と
同様とする。 

  4）富栄養化に係る事項の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「1）富栄養化に

係る事項の状況」と同様とする。 
  5）プランクトンの状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「4）プランクト

ンの状況」と同様とする。 
  6）水底の泥土の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「5）水底の泥土

の状況」と同様とする。 
  7）流入河川からの負荷量 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「6）流入河川か

らの負荷状況」と同様とする。 
 
2.予測の手法 
（1）予測の基本的な手法 

予測は平面 2 次元多層水質予測モデルにより行う。また、予測
は、水象･気象と流動変化の特性を踏まえて、渇水時、高潮時お
よび出水時の短期的現象による変動を対象とした 10 日間から 3
ヶ月間の期間と、長期の年間変動を対象とした期間として平成 6
年～平成 15 年で実施する。また、短期的現象の予測対象期間は
平成 6 年～平成 18 年より選定する。なお、予測モデルによる計
算は、「大橋川改修後」における「富栄養化」と合わせて行う。

 
（2）予測地域 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 
（3）予測地点 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 
（4）予測対象時期等 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 
3.評価の手法 

「大橋川改修後」における「富栄養化」と同様とする。 
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項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 
  1）濁度又は浮遊物質量の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域と美保湾の浮
遊物質量と濁度の状況を把握するため、次の事項を調査する。

①「大橋川改修後」における「富栄養化」の「1）富栄養
化に係る事項」の調査項目③ 

②粒度組成 
2）気象及び水象の状況 

   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の
状況」と同様とする。 

  3）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「3）塩分及び水

温の状況」と同様とする。 
  4）流入河川の流量と濁度の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の集水区域に
おいて、流入河川の流量と濁度の関係を把握するため、次の
事項を調査する。 

①浮遊物質量、濁度、流量 
②粒度組成 

 
（2）調査の基本的な手法 
  1）濁度又は浮遊物質量の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
2）気象及び水象の状況 

   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の
状況」と同様とする。 

  3）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  4）流入河川の流量と濁度の状況 
  「大橋川改修後」における「富栄養化」の「6）流入河川から

の負荷状況」と同様とする。 
 
（3）調査地域・調査地点 
  1）濁度又は浮遊物質量の状況 
   調査地域は、大橋川改修事業により濁度又は浮遊物質量の

変化が生じる可能性がある宍道湖、大橋川、中海及び境水道
までの区域と美保湾とし、調査地点は、濁度又は浮遊物質量
の状況を適切かつ効果的に把握できる地点として、以下に示
す地点とする。 
【宍道湖】 
 ・宍道湖湖内の採水・分析調査地点（7 地点） 
 ・宍道湖湖内の自動観測地点（1 地点） 
【大橋川】 

・大橋川内の採水・分析調査地点（2 地点） 
・大橋川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 

【剣先川】 
 ・剣先川中流の採水・分析調査地点（1 地点） 
【朝酌川】 
 ・手貝水門下流の採水・分析調査地点（1 地点） 
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（14／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

質 

） 

 

（ 

土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

【中海】 
・中海湖内の採水・分析調査地点（18 地点） 
・中海湖内の自動観測地点（2 地点） 

  【境水道・美保湾】 
・境水道及び美保湾の採水・分析調査地点（8 地点） 

（図 4.2-1(1)）
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  3）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  4）流入河川の流量と濁度の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「6）流入河川か

らの負荷状況」と同様とする。 
 
（4）調査期間等 
  1）濁度又は浮遊物質量の状況 

「大橋川改修後」における「塩分」の「3）水温の状況」と
同様とする。 

  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
3）塩分及び水温の状況 

   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と
同様とする。 

  4）流入河川の流量と濁度の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「6）流入河川か

らの負荷状況」と同様とする。 
 

2.予測の手法 
（1）予測の基本的な手法 

予測は平面 2 次元多層水質予測モデルにより行う。また、予測
は、出水時の短期的現象による変動を対象とした期間と、長期の
年間変動を対象とした期間として平成 6 年～平成 15 年で実施す
る。なお、予測モデルによる計算は、「大橋川改修後」における
「塩分」及び「水温」と合わせて行う。 

（2）予測地域 
「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする 

 
（3）予測地点 

「大橋川改修後」における「水温」と同様とする。 
 
（4）予測対象時期等 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 

3.評価の手法 
「大橋川改修後」における「富栄養化」と同様とする。 
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（15／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

 

底 

質 
 

 
 

 

水 

底 

の 

泥 

土 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 

1）水底の泥土の状況 
宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区域の水底の泥土

の状況を把握するため、次の事項を調査する。 
①「大橋川改修後」における「富栄養化」の「5）水底の

泥土の状況」の調査項目① 
②「大橋川改修後」における「溶存酸素」の「6）水底の

泥土の状況」の調査項目② 
③粒度組成 
④堆積厚 
⑤含水比 

2）気象及び水象の状況 
 「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の
状況」と同様とする。 
3）大橋川改修後の掘削面の泥土の状況 

大橋川改修後の掘削面における泥土（露出河床）の状況を
把握するため、次の事項を調査する。 

 ①露出河床 
なお、露出河床は「1）水底の泥土の状況」の調査項目①～

③及び⑤を調査する。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「3）塩分及び水

温の状況」と同様とする。 
  5）濁度又は浮遊物質量の状況 
   「大橋川改修後」における「土砂による水の濁り」の「1）

濁度又は浮遊物質量の状況」と同様とする。 
 

（2）調査の基本的な手法 
1）水底の泥土の状況 

「大橋川改修後」における「富栄養化」の「5）水底の泥土
の状況」と同様とする。 
2）気象及び水象の状況 
 「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の
状況」と同様とする。 
3）大橋川改修後の掘削面の泥土の状況 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による。現地調査はボーリング等の採

泥、分析による。 
4）塩分及び水温の状況 

「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
5）濁度又は浮遊物質量の状況 

「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
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（16／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

底 

質 

） 

（ 

水 

底 

の 

泥 

土 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

（3）調査地域・調査地点 
1）水底の泥土の状況 

調査地域は、大橋川改修事業により水底の泥土の変化が生

じる可能性のある宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの区

域とし、調査地点は水底の泥土の状況を適切かつ効果的に把

握できる地点として、「大橋川改修後」における「富栄養化」

の「5）水底の泥土の状況」と同様とする。 
  2）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
3）大橋川改修後の掘削面の泥土の状況 
調査地域は、大橋川改修事業により現況河床より深い掘削を

する区域とし、調査地点は大橋川改修後の掘削面の泥土の状況
を適切かつ効果的に把握できる地点とする。（図 4.2-1(2)） 

  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  5）濁度又は浮遊物質量の状況 
   「大橋川改修後」における「土砂による水の濁り」の「1）

濁度又は浮遊物質量の状況」と同様とする。 
 
（4）調査期間等 
  1）水底の泥土の状況 

「大橋川改修後」における「富栄養化」の「5）水底の泥土
の状況」と同様とする。 

  2）気象及び水象の状況 
 「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の
状況」と同様とする。 
3）大橋川改修後の掘削面の泥土の状況 
現地調査の調査期間は平成 17 年から平成 18 年とし、調査は

1 回とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
  5）濁度又は浮遊物質量の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
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（17／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

底 

質 

） 

（ 

水 

底 

の 

泥 

土 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

2.予測の手法 
（1）予測の基本的な手法 

予測は、平面２次元多層モデルによる流速予測結果や現地調
査結果などにより行う。 

 
（2）予測地域 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 

（3）予測地点 
水底の泥土に係る環境影響を的確に把握できる地点とし、以

下に示す地点を選定する。 
 【宍道湖】 
  ・宍道湖湖内の代表地点 
 【大橋川】 
  ・大橋川内の縦断代表地点 
 【中海及び境水道】 
  ・中海及び境水道内の代表地点 
 

（4）予測対象時期等 
「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 

 
3.評価の手法 
  「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
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（18／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

 

水 

利 

用 
 

 
 

 

水 

利 

用 

の 

状 

況 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 
  1）水利用の状況 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの周辺地域の水利用

の状況を把握するため、次の事項を調査する。 
    ①水利用の状況 
  2）地下水の状況 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの周辺地域の水利用

は地下水の状況の影響を受けるため、次の事項を調査する。
    ①地下水の状況 
  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「3）塩分及び水

温の状況」と同様とする。 
 
（2）調査の基本的な手法 
  1）水利用の状況 
   文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理

による。なお、必要に応じて、地域住民や専門家などから意
見聴取し情報の充足を行う。 

  2）地下水の状況 
   文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理による。なお、必要に応じて、地域住民や専門
家などから意見聴取し情報の充足を行う。 

  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
 
（3）調査地域・調査地点 
  1）水利用の状況 
   調査地域は、大橋川改修事業により水利用の変化が生じる

可能性がある宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの周辺区
域とし、調査地点は水利用の状況が適切に把握できる地点と
する。 

  2）地下水の状況 
   調査地域は、大橋川改修事業により地下水の変化が生じる

可能性がある宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの周辺区
域とし、調査地点は地下水の状況を適切に把握できる地点と
する。 

  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
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（19／21）  

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

利 

用 

） 

 

（ 

水 

利 

用 

の 

状 

況 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

（4）調査期間 
  1）水利用の状況 

調査期間は水利用の状況を適切かつ効果的に把握できる期
間とする。 

  2）地下水の状況 
調査期間は地下水の状況を適切かつ効果的に把握できる期

間とする。 
  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
 
2.予測の手法 

（1）予測の基本的な手法 
予測は事例の引用又は解析による。 

 
（2）予測地域 

予測地域は、宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの周辺地
域とする。 

 
（3）予測地点 

水利用に係る環境影響を的確に把握できる地点を選定する。
 
（4）予測対象時期等 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 
3.評価の手法 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
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（20／21）  

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

利 

用 

） 

 
 

 

地 

下 

水 

の 

状 

況 

 

大橋川 

改修後 

1.調査の手法 
（1）調査すべき情報 
  1）地下水の状況 

宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの周辺地域の地下水
の状況を把握するため、次の事項を調査する。 

 ①地下水の状況 
  2）水利用の状況 
   宍道湖、大橋川、中海及び境水道までの周辺地域の地下水

は水利用の状況の影響を受けるため、次の事項を調査する。
    ①水利用の状況 
  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「富栄養化」の「3）塩分及び水

温の状況」と同様とする。 
 
（2）調査の基本的な手法 
  1）地下水の状況 

「大橋川改修後」における「水利用の状況」の「2）地下水
の状況」と同様とする。 

  2）水利用の状況 
   「大橋川改修後」における「水利用の状況」の「1）水利用

の状況」と同様とする。 
  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
 
（3）調査地域・調査地点 
  1）地下水の状況 

「大橋川改修後」における「水利用の状況」の「2）地下水
の状況」と同様とする。 

  2）水利用の状況 
   「大橋川改修後」における「水利用の状況」の「1）水利用

の状況」と同様とする。 
  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
 

（4）調査期間 
  1）地下水の状況 

「大橋川改修後」における「水利用の状況」の「2）地下水
の状況」と同様とする。 

  2）水利用の状況 
   「大橋川改修後」における「水利用の状況」の「1）地下水

の状況」と同様とする。 
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（21／21） 

項  目 

環境要素 

の区分 

影響要因 

の区分 

調査、予測及び評価の手法 

（ 

水 

環 

境 

） 

（ 

水 

利 

用 

） 

 

（ 

地 

下 

水 

の 

状 

況 

） 

 

（大橋川 

改修後） 

  3）気象及び水象の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「2）気象及び水象の

状況」と同様とする。 
  4）塩分及び水温の状況 
   「大橋川改修後」における「塩分」の「1）塩分の状況」と

同様とする。 
 

2.予測の手法 

（1）予測の基本的な手法 
予測は事例の引用又は解析による。 

 
（2）予測地域 

「大橋川改修後」における「水利用の状況」と同様とする。
 
（3）予測地点 

「大橋川改修後」における「水利用の状況」と同様とする。
 
（4）予測対象時期等 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
 
3.評価の手法 

「大橋川改修後」における「塩分」と同様とする。 
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水
底

の
泥

土
調

査
予

定
地

点
 

図
4
.
2
-
2
 

水
底

の
泥

土
調

査
地

点
 

 

凡
 

例
 

※
左

上
の

地
図

は
、

国
土

地
理

院
長

の
承

認
を

得
て

、
同

院
発

行
の

2
万

5
千

分
１

地
形

図
を

複
製

し
た

も
の

で
あ

る
。

(
承

認
番

号
 

平
2
0
 

中
複

 
第

7
1
号

)
 

※
上

の
地

図
は

、
国

土
地

理
院

長
の

承
認

を
得

て
、

同
院

発
行

の
5
万

分
１

地
形

図
を

複
製

し
た

も
の

で
あ

る
。

(
承

認
番

号
 

平
2
0
 

中
複

 
第

7
0
号

)
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※
上

の
地

図
は

、
国

土
地

理
院

長
の

承
認

を
得

て
、

同
院

発
行

の
2
0
万

分
１

地
勢

図
を

複
製

し
た

も
の

で
あ

る
。

(
承

認
番

号
 

平
2
0
 

中
複

 
第

6
9
号

)
 

図
4
.
2
-
3
 

気
象

・
水

象
調

査
地

点
 

：
調

査
・

予
測

対
象

範
囲

 

：
気

象
・
水

象
調

査
対

象
範

囲
 

：
気

象
観

測
所

 

：
流

量
・

水
位

観
測

所
 

：
流

域
界

 

：
ダ

ム
(
建

設
中

)
 

：
ダ

ム
(
既

設
)
 

凡
 

例
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